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試験研
究年次

７地域水田農業技術確立試験

水稲良食味品種「キヌヒカリ」の施肥法

６３～２年:(継続）

分類 ①

Ｉ目的
良食味品種『キヌヒカリ」の良質、安定栽培法を確立するため、早期及び普通期栽培におけ

る適正な施肥法を明らかにする。．

Ⅱ試験方法
＜豊前分場＞

１試験圃場豊前分場１号圃（細粒灰色台地土、灰褐系）
２供試品種キヌヒカリ 、 コシヒカリ

３試験区の構成

注）施肥量は基肥一穂肥①一穂肥②を示す。

４栽植密度２２綴2株／㎡、１株４本手植５試験規模１区20㎡、２区制

＜農産研究所＞
ｌ試験圃場農産研究所第２水田（中粗粒灰色低地土一造成田）
２試験区の ３供試品種キヌヒカリ

構成 ４栽植密度22.2株／㎡
1株４本手植

５試験規模１区20㎡、２区制

Ⅲ主要成果の概要．
良食味品種「キヌヒカリ」の、平坦地における４月下旬～５月上旬植（早期）と６月上旬植

(普通期）において、安定した収鼠と品質を確保するための、適正な施肥法はつぎのとおりで
ある ｡

キヌヒカリの移植時期別施肥法（Ｎｋｇ／lOa）

(1)１回目穂肥時期

４月下旬～５月上旬植は出穂前22日～１８日（幼穂長２～5mm）に施用。
６月上旬植は出穂前20日～16日（幼穂長３～8ｍ）に施用する。

(2)２回目穂肥は、１回目穂肥の7～10日後に施用する。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表キヌヒカリの施肥針及び移植時期と生育・収量（６３年、豊前分場）

5－１ ５ ８ 1０３

注）①第１回目穂肥は出秘前１８～20日に施用。
②葉色は、第１回目穂肥時にカラースケールにて観察 （第３表も同じ） ｡

第２表キヌヒカリ（稚苗)の４月２５日移植における施肥量と生育・収盆（１年､豊前分場）

注）①第１回目穂肥は出秘前22～23日に施用．

第３表キヌヒカリ（稚苗)の施肥、と生育・収蹴・食味（１年、艇産研究所）

注）①第１回目聴肥：４月25日他一出穂前22日、
②食味評価の基地米は、４月25日棚コシヒカ

第４表極早生品郁の秘発芽（1年、豊前分場）

調在日 倒伏の有燃 ｷﾇﾋｶﾘミネｱｻﾋｺｼﾋｶﾘ

６月９日植一出穂前１６日に施用
リ●

●

811290
８２９

９４

倒伏紙
強伽倒伏
強制倒伏

注）①41125日移械、椎苗、標肥栽培

０％０％０％溌鯛概論譜に職綱的に３．０３．５０

５．０４．５１．０挫折倒伏させた。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１本成果を技術情報として、「福岡県良質米生産技術指針」に記載する。
２水管理は、有効茎が確保された時点から、７～１０日間の中干しを行う。

早期作では、中干し期間が梅雨時期と重なることがあるので、中干し期間を延長する。
３キヌヒカリは穂発芽しやすいので、多肥栽培をさけ、倒伏させないよう留意する。
４食味低下を防ぐため、実肥は原則として施用しない。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１野菜後作におけるキヌヒカリの適正な施肥法。

Ⅶ資料名

１昭和63～平成１年度豊前分場普通作物及び、農産研究所作物栽培研究室，夏作試験成績書
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